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本プロジェクトについて
東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故
を受け，大阪大学を中心とした原子核物理学研究
者有志の呼びかけにより，福島県の放射線量分布
マップを作成することになった。最終的に文部科
学省の承認を得て，平成２３年度科学技術戦略推進
費「放射性物質による環境影響への対策基盤の確
立」『放射性物質の分布状況等に関する調査研究』
の一環として行われることになった。以下に概要
を示す。
日 程：平成２３年６月６日～６月１４日，
６月２７日～７月８日
調査方法：空間線量率測定及び土壌試料の採取
（サンプリング）
調査地点：原子力発電所から概ね１００㎞圏内の約
２，０００箇所。
参 加 者：総数４０９名（９４の大学・機関及び３つ
の民間企業から）
なお，測定結果などを含む詳細については文部科
学省の web pageを参照のこと。
http://radioactivity.mext.go.jp/ja/distribu-
tion_map_around_FukushimaNPP/
福井大学からの参加
福井大学からは報告者（小川）及び工学研究科
原子力・エネルギー安全工学専攻の大学院生５名
の計６名が福島県現地での空間線量率測定及び土
壌サンプリングに参加した。なお，参加日程は個
別に異なるので，以下は
報告者が参加した日程
（６月１１日，１２日の二日
間）についての報告であ
る。
現地での作業について
報告者は６月１０日に福
島県入りし，６月１１日と
６月１２日の二日間に渡っ
て現地作業に参加した。
現地本部は福島県二本松市岳温泉におかれていた。
一日のおおよその作業の流れは次の通りである。
すなわち，朝本部に集合し必要な説明を受けたの
ち，本部が借り上げたタクシーにより３人一組（総
数２０～３０組程度）で担当する調査地点に向かい，
現地で測定・サンプリングを行う。調査地点を順
次まわった後，本部に戻り作業報告書及び土壌サ
ンプルを提出し，その日の作業を終了する。
１１日は福島県白河市の主として山間部での測定
・サンプリングを行った。具体的には，２㎞メッ
シュ内で本部が事前に目星を付けた地域の集会所
や道路の路肩などを現地で確認したのち，測定他
を行った。１２日は同白河市の中心部での調査であ
った。市役所担当者の方に挨拶の後，市役所・運
動場などでの測定他を行った。期間中の宿泊場所
は岳温泉の旅館であったが，被災して避難された
方々も同宿していた。
活動を通して感じたこと
現地での移動時にお世話になったタクシー運転
手の方が非常に協力的であったのが印象に残った。
運転以外の面でも積極的にご協力頂いた。また，
測定・サンプリング中には現地住民の方々と話を
する機会が多々あったが，やはり関心は高い様で
あった。一方で２日目に測定を行ったグラウンド
では子供たちがサッカーを行っており，事故から
３ヶ月程度が過ぎた時点では，ある種の「慣れ」
のようなものも感じられた。事故後，早い段階で
の測定とマップ作成が重要だと思われる。
原子力発電所を多数抱える福井県では，事故を
未然に防ぐことが一番ではあるが，万が一の場合
には，同様の調査に基づくマップの作成が早期に
行われることが望ましい。福井県は１）嶺南地方
には複雑な海岸線が多い，２）内陸部に多くの山
間地域がある，３）冬季にはかなりの積雪が見込
まれる，という点等から，特に調査個所への移動
手段等，事故を想定した検討と計画作成が必要で
あると考えられる。
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